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１

未来志向のまちづくり

安全・安心を身近に感じて暮らせるまち

しっかりしたセーフティネットのもと、ひとりも取りこぼされることなく、
みんながお互いに思いやり支えあい助けあえるまち

いろどり豊かな魅力のあるまち

たくさんの方が訪れ、住んで、住み続けたいと思えるような、いろんな世代
にとって住みやすく多彩な魅力のあるまち

子育てにやさしく教育につよいまち

安心して子育てができる環境のもと、未来あるこどもがたちがいきいきと
学び成長していくまち

生野区将来ビジョン

誰にも「居場所」と「持ち場」があり

「持ち場」が「つながって」いくまち をめざして



『安全・安心を身近に感じて暮らせるまち』への課題
～「令和３年度生野区運営方針」より～

●災害時に機能する自主防災体制を強化するための支援が必要。
●土地建物所有者による自主建替に向けた地域主体の取組への支援が必要。
●空家の所有者へ適正管理を求めるとともに、空家発生防止の周知が必要。
●街頭犯罪の抑止に向けた取組を地域住民と連携して進めるとともに、地域
防犯の人的基盤を補完するために防犯カメラ等の活用が必要。

●特殊詐欺にあいやすい高齢者への周知・啓発が必要。
●警察と連携し、自転車の安全で適正な利用の周知・啓発が必要。

●各種健(検)診の重要性の啓発とともに、健康への関心を高める周知が必要。
●公的な福祉サービスだけでは解決できない地域の多様な課題に対して、地
域の担い手の育成やネットワークづくり等、持続可能な仕組みが必要。

●区の特性を踏まえた、地域包括ケアシステムの構築・推進が必要。
●重大虐待ゼロに向けた、こども地域包括ケアシステムの運用による子育て
支援の連携強化が必要。

●各種人権課題への理解を深め、偏見や差別をなくす取組が必要。
●在日韓国・朝鮮人をはじめ、近年増加するニューカマーを含めたすべての
外国籍住民への必要な情報提供、多文化への理解・啓発の推進やコミュニ
ティづくりへの支援が必要。
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災害に備えて
地域自主防災力の強化・災害発生時の的確な対応・空家等や老朽住宅への対策

ひとりもとりこぼさない支援を
真に支援が必要な方への確実な対応

貧困の連鎖を断ち切るための支援 ～貧困の連鎖をくいとめるために～

ずっと安心して暮らせる環境づくり
すべての世代の健康づくり

地域における要援護者見守りネットワーク事業
地域包括ケアシステムの構築・推進

令和３年度
主な取組

犯罪・事故の防止に向けて
犯罪の防止・事故の防止

すべての人々の人権を互いに尊重し認め合える環境づくり
人々の多様性を尊重し、認めあえる環境づくり

外国籍住民とのコミュニケーション媒体の活用・地域住民との交流促進
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◆取組の進捗状況

地域住民の日頃から、減災に向けた地域自主防災活動の支援のため
の取組を実施

・大阪市生野区Ｗｅｂ版防災・水害ハザードマップ改修（９月）
・地域防災訓練の支援（１地域）（９月末時点）
・地区防災計画の改定支援（1地域）（９月末時点）
・新型コロナ禍における災害時の避難（分散避難等）および自助（家具転

倒防止対策等）啓発実施（随時）

分散避難等の啓発 地域防災出前講座

（１－1）地域自主防災力の強化
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【業績目標】
・日頃から、減災に向けた自助・共助の防災対策の必要を感じ、日頃か
らの取組活動が重要と感じている地域住民の割合：90％以上

・市民防災マニュアル、区や地域の防災マップ、水害ハザードマップ、
地域防災計画などが作成されていることを知っている区民の割合：
65％以上

◆課題など
・災害時に機能する自主防災組織体制を強化するための支援が必要

・新型コロナ禍における災害時の避難（分散避難等）

【今後の方向性】
災害時に迅速な対応が可能になるよう、防災訓練の支援など市民の

防災意識の向上と地域自主防災体制の確立、強化に努める。また、新
型コロナ禍における災害時の避難（分散避難等）についての住民周知
を強化。
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（１－1）地域自主防災力の強化
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◆取組の進捗状況

区内関係機関および地域との連携強化のための取組を実施

・生野区職員防災訓練実施（7月）
・区内訪問看護ステーションと避難行動要支援者の支援体制と災害時医
療救護体制の整備に向けた打ち合わせ ３回（9月末時点）

・生野区災害時協力事業所・店舗登録 新規３件（累計２０件）
（9月末時点）
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生野区職員防災訓練

（１－２）災害発生時の的確な対応

災害時協力事業所・店舗等チラシ
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【業績目標】
防災訓練実施後、アンケートで「自分の役割を理解できた」と
回答した区職員の割合：90％以上

◆課題など
・職員が速やかに災害対応ができる体制づくり
・避難所開設のタイミングや避難所開設情報をスムーズに広く区民
伝達できる方法を検討。

【今後の方向性】
引き続き、職員が速やかに災害対応できるよう防災訓練等を実施していく

とともに、Twitterや災害用ホームページなどによる広報や防災出前講座な
どを活用し、災害時に必要な情報を広く区民に周知していく。
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（１－２）災害発生時の的確な対応
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◆取組の進捗状況

●地域が主体となった空家対策会議（6回開催 随時情報共有）
●一般社団法人大阪府不動産コンサルティング協会との空家等対策に
関する協定締結（６月）

●特定空家等に関する通報等に対する受付、現地確認、所有者調査や
助言・指導等の実施（随時）

（１－３）空き家等や老朽住宅への対策
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（令和3年9月末時点）
通報件数 14件 是正件数 10件

空家等対策に関する協定締結
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【業績目標】
・特定空家等の通報件数：60件以下

・特定空家等の解体や補修等による是正件数：20件以上

◆課題など
・区内には戦災を免れた地域が多く、長屋建ての家屋が多く残ってい
る。また、住民の高齢化や、土地建物の権利関係が複雑なことから、
所有者による自主的な建替が十分に進んでおらず、老朽危険家屋や
特定空家等の増加に繋がっている。

【今後の方向性】

空家所有者が権利関係や空家活用の相談ができる部署や各種補助制度の
相談窓口のPRや案内などを行い、特定空家等の対策を進めていく。

9

（１－３）空き家等や老朽住宅への対策
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◆取組の進捗状況

街頭犯罪防止への取組みを進めるとともに、特殊詐欺被害にあい
やすい高齢者への周知・啓発等の取組みを実施。

・生野区全域一斉パトロールの実施 10/19

・地域安全センター等での防犯出前講座 1回
→ 新型コロナウィルス感染症拡大の影響により上半期は思うように交

通安全教室の開催ができなかったが、代替えとしてワクチン接種会
場等での防犯啓発等を実施。

・地域安全防犯カメラの設置（下半期設置予定）

10/19 一斉パトロール 防犯カメラ
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（２－１）犯罪の防止

安
全
・
安
心



【業績目標】

各事業の参加者アンケートで防犯意識が高まった割合：７０％以上

◆課題など
・街頭犯罪の抑止に向けた取組を地域住民と連携して進めるとともに、
地域防犯の人的基盤を補完するために防犯カメラ等の活用が必要。

・特殊詐欺被害にあいやすい高齢者への周知・啓発が必要。

【今後の方向性】

引き続き生野警察署と連携し、街頭犯罪多発地域等への防犯カメラ設置
など街頭犯罪の抑止を図る。
また、特殊詐欺の被害に遭いやすい高齢者・地域住民

を対象とした防犯出前講座やチラシ配布
など啓発を強化していく。
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（２－１）犯罪の防止
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◆取組の進捗状況

・自転車マナー向上に向けた交通安全教室の実施 1回（8月末）
→ 新型コロナウィルス感染症拡大の影響により上半期は思うよう

に交通安全教室の開催ができなかったが、代替えとしてワクチ
ン接種会場等での自転車マナー啓発を実施。

・春秋の全国交通安全運動に合わせた街頭啓発活動（中止）
→ 代替えとして自転車マナー（交通安全等）啓発のYouTube動画

を作成し配信。

《放置自転車対策用ラフパネル》 《動画による自転車マナー啓発》
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（２－２）事故の防止
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【業績目標】

・各事業ごとの参加者アンケートで自転車交通マナーの
意識が高まった割合：満足度５０％以上

◆課題など

交通事故のうち自転車による事故が多い
地域特性を踏まえ、自転車の安全かつ適正
な利用を周知、啓発していく必要がある。

【今後の方向性】

引き続き、警察、地域団体等と連携して
情報発信を強化する。
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（２－２）事故の防止
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